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笑顔あふれ 一人ひとりが 幸せ感じるまち笑顔あふれ 一人ひとりが 幸せ感じるまち

広 報

山下　大翔　選手

（菱刈中学校３年）

﨑山　唯　選手

（菱刈中学校３年）
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感
動
を

感
動
を

　

あ
り
が
と
う

　

あ
り
が
と
う

・・少年男子カナディアンペア
　城ノ下　倫太郎　赤﨑　俊太郎（３位）
・・成年男子カナディアンシングル
　𠮷田　俊吾（４位）
・・少年女子カヤックシングル
　植木　春華（５位）
・・成年女子カナディアンシングル
　﨑山　渓（５位）
・・少年女子カヤックペア
　竹野　いさな　﨑山　唯（６位）

・・少年女子カヤックシングル
　植木　春華（１位）
・・少年男子カナディアンペア
　城ノ下　倫太郎　赤﨑　俊太郎（３位）
・・成年女子カナディアンシングル
　﨑山　渓（５位）
・・成年男子カナディアンシングル
　𠮷田　俊吾（７位）
・・少年女子カヤックペア
　竹野　いさな　﨑山　唯（７位）

500ｍ入賞 200ｍ入賞 200m500m 200m
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式典

カナディアン

カヤック

会場内

	

. 　
　　ご協力あ

りがとうございました！
有限会社大口 ・伊佐清掃社、 株式会社神薗商店、 興農産業株式会社、 北さつま農業協同組合、

サンキョーミート株式会社、 有限会社鮫島建設、 有限会社内田工業、 有限会社鍋倉工務店、

伊佐ライオンズクラブ、 スカラー株式会社九州工場、 株式会社甲斐商店、 伊佐農林高等学校、

大口明光学園高等学校、 湯之尾校区コミュニティ協議会、 食生活改善推進員会、 更生保護女性会、

各コミュニティ協議会、 伊佐市各小 ・中学校、 伊佐市ボランティアのみなさん
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か
ご
し
ま
国
体
伊
佐
会
場
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
２
人
が
作
成
し
た
、
伊
佐
市
の
魅
力
を
た
く
さ
ん

詰
め
込
ん
だ
「
す
ご
ろ
く
」
を
お
弁
当
の
掛
け
紙
に
し
て
、
国
体
選
手
・
関
係
者
等
に
配
付
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
「
い
さ
つ
れ
づ
れ
　
す
ご
ろ
く
」
で
遊
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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　整備前　

中央公園

スクエア広場

ふれあい
センター

ふれあいセンター
アトリウム

中央公園の撤去工事について

　新庁舎建設工事に伴い、大口ふれあいセンターに隣接する中央公園

の撤去工事を 12 月中旬から予定しています。新しい中央公園の完成

予定は、新庁舎完成と同時期の令和８年度を予定しています（工事の

進捗状況により、前後する場合があります）。

　また、市道「大口ふれあいセンター線」は庁舎敷地となり、一般交

通の用に供しなくなるため、11 月末日をもって廃止します。

　なお、庁舎の移転に伴い、車両の通行量も一定量増えることが見込

まれることから、市道「中央公園線」を拡幅し２車線に改良し、通行

に支障がないよう対策を講じます。

　市道「中央公園線」は、拡幅し２車

線化します。ただし、最終的な整備は、

新庁舎建設完成（令和８年度予定）に

あわせて実施します。

　中央公園は、トイレ・遊具等含め、

すべて撤去します。一部は庁舎敷地と

なりますが、残存地は、小さなこども

の利用を中心とした公園として整備を

すすめます。

　なお、大口ふれあいセンター南側駐

車場（交番横）を中高生を中心とした

大人向けのアクティブな利用（バス

ケットコート・ウォールクライミング

を設置予定）を想定した公園として整

備をすすめています。　

　来春の完成をめざし、現在、整備工

事中です。

市
道
「
中
央
公
園
線
」

市
道
「
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
線
」

● 新庁舎に関すること　財政課庁舎建設係　　　　　　　　２３２２

● 市道に関すること　　建設課道路維持・施設管理係　　　２２２６

● 公園に関すること　　地域振興課観光特産ＰＲ係　　　　３２７

内線

内線

内線

　市道「大口ふれあいセンター線」は、

11 月末日で廃道 となります。

工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問い合わせ先　　☎２３－１３１１
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※現在、大口ふれあいセンター南側駐車場を公園化に向けて整備をすすめています。来春頃には、工事完了予定です。

　中央公園は、長期にわたり工事を実施することにより、ご迷惑をおかけ

します。周辺にある公園をご紹介しますのでご利用ください。

昨年度遊具を更新。芝生広場ととも

に羽月川を望み河川敷内でも遊べる

広場もあります。

木陰のある広場となっています。

東屋もあり、落ち着いて遊べる公園

です。

遊具はありませんが、敷地が広いの

で、子どもたちが伸び伸びと遊べる

公園です。

春は桜が咲き誇り、大きな広場を有

する伊佐市の名所の一つです。イベ

ント等にも活用され、憩いの広場と

しても活用できます。

轟公園

大口里 263 番地

忠元公園の遊具を新たに設置する工事を実施

します。工事期間中の立入禁止箇所は上図の

 赤線内  となります。

11月上旬～令和6年3月中旬
施工期間

忠元公園遊具設置工事にともなう立入禁止のお知らせ 

 

忠元公園の遊具を新たに設置する工事を実施します。 

工事期間中の立入禁止箇所は下記のとおりです。 

ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。 

 

 
 

施工期間：令和５年 11 月上旬～令和６年３月中旬 

 

お問い合わせ先：  伊佐市役所 建設課 道路維持・施設管理係 内線 2226 

地域振興課 観光特産 PR 係  内線 327 

                  

遊具設置場所

忠元公園遊具設置
工事にともなう
立入禁止

立神公園

大口上町 42 番地

小尻公園

大口上町 11 番地

忠元公園

大口原田2484番地 193

１

２
３

５

中央公園周辺の　　　　　　　の紹介園公

… 駐車場

… トイレ

… 遊具

Ｐ

… 無 … 有 … 無Ｐ

… 有 … 有 … 有Ｐ

… 無 … 有Ｐ

… 無

伊佐市

陸上競技場

大口明光学園

伊佐市役所

タイヨー大口店

１

２

３

４

５

上下に別れた公園となっており、上

段にはすべり台や動物のベンチがあ

ります。下段は広場となっています。

元町公園

大口元町６番地

４

… 無 … 有 … 有Ｐ

… 有 … 有 … 有Ｐ
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まち 話題のまち 話題の

　令和元年度に太鼓６団体で結成した

「いさ太鼓まつり実行委員会」は、こ

れまで 14 回の太鼓まつりを開催し、

たくさんの方々に迫力ある力強い演奏

を楽しませていただきました。

　今回、高齢化と団員減少等もあり解

散する運びとなられたことから、実行

委員会の活動資金残金を市の太鼓の修

理に活用していただきたいとのことで

市長に手渡されました。

寄附をいただきました

　伊佐市出身の早水丈治さんが、市に図書を寄

贈してくださいました。この本は、「史上最高

の教育法」というタイトルのとおり教育に関す

る貴重なノウハウが詰まっており、「自立した

子育てをしたい人。独立起業、地元に貢献した

い人。子どもに教育（経験）を残したい人など

におすすめ」とのことです。市内の各小・中学

校と図書館にありますのでぜひご覧ください。

図書寄贈

10 ６

県防犯功労表彰

おめでとうございます祝

　永年の地域安全活動に貢献した功績に対し、

塩田知事から表彰されました。

９ 29

　新曽木小水力発電事業を運営する株式会社

工営エナジーから、観光振興などの地域貢献

費として多額の寄附をいただきました。

　同社は伊佐市と「曽木の滝再生可能エネル

ギー創出事業実施協定」を結び、2013 年の

事業開始以降、環境に配慮した水力発電事業

を行いながら、曽木の滝公園の振興策に多額

の寄付をされています。また、市民や観光客

等に対して再生可能エネルギーの啓発活動を

行うなど、多方面にわたって多大な貢献をさ

れています。

〈写真左〉

日本工営エナジーソリューションズ株式会社

　代表取締役社長 横田 裕史 氏

観光振興などに対し寄附

〈写真右〉

株式会社工営エナジー 

　代表取締役社長 鷹尾伏 亮 氏

９ 28

〈写真中央左〉波多野 久晴さん

〈写真中央右〉西太良地区防犯パトロール隊
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　伊佐湧水消防組合と姶良伊佐地区生コンクリート

協同組合が「災害時における消防用水の確保に関す

る協定」を締結しました。

　この協定は大規模火災や消防水利の確保が厳しい

火災、災害等に対し、水を載せたコンクリートミキ

サー車の協力を得て消防用水確保に万全を期するこ

とを目的としています。

　姶良伊佐地区生コンクリート協同組合理事長の藤

井純博さんは「コンクリート業務以外で地域のため

に貢献ができるということに大きな意義と責任を感

じた。これを機にさらに使命感を持って取り組んで

いきたい」と話しました。

　第 51 回全国消防救助技術大会が北海道札幌市で

開催されました。全国各地の予選を勝ち抜いた代表

が集まる中、鹿児島県代表として伊佐湧水消防組合

から、陸上の部「はしご登はん」に森山脩己消防士（入

賞）、「ほふく救出」に清水優樹消防士長、満園雅昭

士長、假屋寿頼消防士の４人が出場し、日頃の訓練

成果を十分に発揮しました。

協定締結

全国消防救助技術大会

９ 20

８ 25

ISAISA City  City TopicsTopics

　針持小学校の児童らが稲刈りを体験しました。

　針持老人クラブの主催で行われているこの企画では、

児童らが種まきから田植え、除草などを体験し米作りに

必要な知識を学びました。

　稲刈りは鎌を用いたり、かけ干しを行うなど昔ながら

の方法で行われ、参加した人の中には「50 年ぶりに稲

を結いた」という人もいました。今後は脱穀したもち米

を用いて、年末に餅つき大会を行う予定だそうです。

収穫の秋
10 11

　田中校区、大口東校区で伊佐地区内水面活

動組織による「川の教室」が行われました。

河川環境についての講義や、川辺で水棲生物

調査を行い、カニや小魚を捕まえて観察しま

した。

　途中、放流用のうなぎが逃げ出すハプニン

グもあり子どもたちは大はしゃぎ。参加した

上村葵唯さん（大口東小６年）は「カップラ

ーメンを１杯こぼすと、元の水質に戻すのに

お風呂約３杯分の水が必要だということに驚

いた。きれいな川を守って、放流したうなぎ

が大きくなって帰ってきてくれると嬉しい」

と話しました。

出前教室 「川の教室」

10 ７

９ 16

田中校区

大口東校区大口東校区
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まち 話題のまち 話題の

　大口高校１年生と佐賀県神埼高校１年生の生徒

約 70 人が、鹿児島国体開幕前に「ボッチャ」な

ど３種目のニュースポーツを通じてお互いの交流

を深めました。

　湧水町の轟の瀬特設カヌー競技場である鹿児島

国体「カヌースラローム・ワイルドウォーター競

技」は、来年の佐賀国スポでも同じ会場で開催さ

れることから、運営補助員として参加する大口高

校生と事前準備を兼ねてサポートに入る神埼高校

生との交流を深めようと開催されました。

　生徒たちは初めて接する種目に戸惑いながらも

一緒に楽しみ、絆を深めました。神埼高校１年生

の福地優衣さんは「ニュースポーツは簡単そうに

みえて難しかった。今回の交流を通じて他県の高

校の情報などを聞けてよかった」と話しました。

国体県選手団を激励するため県内各会場を巡回さ

れていた塩田知事も交流の様子をサプライズで視

察され、最後は全員で記念撮影をして締めくくり

ました。

大口高校×神埼高校交流

ー 佐賀 ・ 鹿児島エールプロジェクト ー

 
大口高校×神埼高校交流会 

 
－佐賀・鹿児島エールプロジェクト－ 

大口高校１年生と佐賀県神埼高校１年生の生徒約 70 人が、鹿児島国体開幕前に「ボッチ

ャ」など３種目のニュースポーツを通じてお互いの交流を深めました。 
湧水町の轟の瀬特設カヌー競技場である鹿児島国体「カヌースラローム・ワイルドウォー

ター競技」は、来年の佐賀国スポでも同じ会場で開催されることから、運営補助員として参

加する大口高校生と事前準備を兼ねてサポートに入る神埼高校生との交流を深めようと開

催されました。 
生徒たちは初めて接する種目に戸惑いながらも一緒に楽しみ、絆を深めました。神埼高校

１年生の福地優衣さんは「ニュースポーツは簡単そうにみえて難しかった。今回の交流を通

じて他県の高校の情報などを聞けてよかった」と話しました。 
国体県選手団を激励するため県内各会場を巡回されていた塩田知事も交流の様子をサプ

ライズで視察され、最後は全員で記念撮影をして締めくくりました。 
 
 
（パートナーシッププロジェクトのロゴ入れ） 

　今年度百歳到達される方々へ市長が表敬

訪問しました。

　なかでも渕𦚰繁美さんは、地域で行われ

ている頭の体操教室へ毎年参加されている

とのこと。市内最高齢の参加者でいらっし

ゃいます。

　今年度の百歳到達者は 23 人いらっしゃ

いました。長生きの秘訣を尋ねると「くよ

くよしない・規則正しい生活を送る・よく

笑う」と、共通して言われます。

　これからも、お体に気をつけて元気にお

過ごしください。

　平出水校区の十五夜では子どもたちがお

供えのお菓子をどろぼうします。

　子どもたちは「こんばんは！お月見どろ

ぼうです！」と挨拶をしながら、家々をま

わってお菓子をたくさんもらっていました。

　お月見どろぼうの後には学校の校庭で綱

引きと相撲が行われ、満月の夜空には大人、

子どもの元気な掛け声が響いていました。

お月見どろぼう

いつまでもお元気で
10 1



にしがみ
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たなか
たなか

くみこ
くみこたなか
くみこ

　

10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
ふ
れ

あ
い
講
座
で
は
、「
シ
ュ
ロ
の
葉

で
カ
ゴ
づ
く
り
」
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
幹
の
皮
は
ホ
ウ

キ
や
タ
ワ
シ
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま

す
が
、
力
強
い
葉
も
可
愛
い
カ
ゴ

に
な
り
ま
す
。
作
る
人
と
葉
の
持

つ
個
性
が
組
み
合
わ
さ
り
、
世
界

に
一
つ
の
ス
テ
キ
な
カ
ゴ
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
開
催
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご

興
味
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

（
田
中　

久
美
子
）

地域おこし協力隊

VOICE

伊佐の魅力を発信！

ふるさと CM 大賞の制作に携わりました。 伊佐の魅力が
たくさんの方に伝わったらと思います！

ワークショップのご依頼や田の神様の置物作りを引き続
き行なっています。

綿の実が弾け始めました。 収穫して糸を紡ぎます。

　

の
用
心
〟
の
声
。
気
が
つ
け
ば

　

そ
こ
は
子
ど
も
時
代
。
亡
く
な

　

っ
た
は
ず
の
幼
な
じ
み
達
の
姿

　

が
…

❸
さ
き
に
か
ら
か
わ
れ
た
え
み
は

　

翌
日
サ
ル
に
転
生
!? 

シ
ョ
ー

　

の
練
習
に
明
け
暮
れ
る
。
そ
ん

　

な
時
、
自
分
を
か
ら
か
っ
た
さ

　

き
が
修
学
旅
行
で
こ
こ
に
来
る

　

こ
と
が
分
か
り
…

❹
サ
ル
回
し
に
な
る
た
め
パ
ー
ト

　

ナ
ー
を
探
す
た
か
し
は
衰
弱
し

　

た
子
猿
に
出
会
う
。
し
か
し
人

　

間
不
信
の
お
じ
サ
ル
が
現
れ
、

　

た
か
し
を
妨
害
。
説
得
を
あ
き

　

ら
め
た
た
か
し
は
…

　

1
月
27
日
、
去
年
と
同
じ
よ
う

に
読
み
手
を
募
集
し
て
【
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
発
表
会
】
を
実
施
し
ま

す
。
詳
細
は
来
月
号
に
て
！

（
西
上　

寛
樹
）

　

７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
２
回

お
話
づ
く
り
講
座
、
現
在
４
人
の

新
人
劇
作
家
た
ち
が
こ
ん
な
物
語

を
書
い
て
い
ま
す
！ 

❶
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
で
伊
佐
に
来

　

た
マ
サ
ル
。
宮
大
工
〝
の
や
っ

　

さ
ん
〟
と
陽
気
な
仲
間
達
に
巻

　

き
込
ま
れ
鶴
田
ダ
ム
へ
肝
試
し

　

に
。
そ
こ
に
は
謎
の
美
女
レ
イ

　

コ
が
い
て
…

❷
実
家
に
帰
省
し
た
主
人
公
。
古

　

い
写
真
を
眺
め
て
い
る
と
〝
火

国体にて革のボトルマーカーを販売させていただきました。 即興の
刻印が好評だったので、 今後の商品開発に活かしていきたいです。

　

情
報
発
信
担
当
・
田
中
で
す
。

８
月
、
牛
尾
地
区
の
古
民
家
を
購

入
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
を
活
用

し
て
、
市
内
外
か
ら
人
が
集
う
場

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
早
速
片
付
け
に

着
手
し
て
い
ま
す
が
、
古
い
写
真

や
市
報
な
ど
の
資
料
、
灰
式
カ
イ

ロ
の
よ
う
な
は
じ
め
て
み
る
道
具

に
驚
き
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
少

し
ず
つ
作
業
を
す
す
め
な
が
ら
、

み
な
さ
ま
に
も
様
子
を
見
て
い
た

だ
く
機
会
を
設
け
ら
れ
た
ら
、
と

考
え
て
い
ま
す
。

田　畑

佐　野

坂　元

国体に合わせて坂元隊員の 「いさつれづれ」 とコラボした
すごろくを作りました！遊んでみてください。

田　中
（亜）

石　田

すごろくは４ページへ

❶❶  川村 美由喜川村 美由喜さんさん

❸❸  作道 陽佳作道 陽佳さんさん

▲昨年の▲昨年のリーディング発表会の様子

❷❷  日髙 惠子日髙 惠子さんさん

❹❹  作道 亜矢子作道 亜矢子さんさん
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問い合わせ先　伊佐湧水警察署　☎２２－０１１０

１
１
０
番

だ
よ
り

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

原
則
禁
止
で
す
！

人
生
の
年
輪

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る

問い合わせ先　長寿介護課地域包括支援係　☎２３－１３１１　　　１２２２

11
月
11
日
は

「
介
護
の
日
」
で
す

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

11
月
の
対
象
活
動

○
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元
、 

校
区

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ

　

プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
結
核
検
診

　

「
い
い
日
、
い
い
日
、
あ
っ
た
か
介

護
あ
り
が
と
う
。
」
の
「
い
い
日
、
い

い
日
」
に
か
け
て
、
厚
生
労
働
省
で
は
、

11
月
11
日
を
「
介
護
の
日
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
介
護

が
必
要
な
人
が
増
加
し
て
い
る
一
方
、

介
護
に
ま
つ
わ
る
課
題
が
多
様
化
す
る

中
、
介
護
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深

め
、
地
域
社
会
全
体
で
支
え
合
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

伊
佐
市
の
高
齢
化
率
は
42
・
９
％
で
、

約
５
人
に
２
人
が
65
歳
以
上
と
い
う
状

況
で
す
（
10
／
1
現
在
）。
特
に
高
齢

者
の
単
身
世
帯
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

令
和
７
年
に
は
、
４
世
帯
に
１
世
帯
が
、

「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
」
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
団
塊
世
代
の
全

員
が
75
歳
以
上
と
な
る
令
和
７
年
に
は
、

お
よ
そ
７
０
０
万
人
、
高
齢
者
の
５
人

に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
予
測
し
て

お
り
、
伊
佐
市
に
お
い
て
も
高
齢
者
人

口
に
対
す
る
認
知
症
発
症
者
の
割
合
は

増
加
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

大口地区

 

大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
口
庁
舎
）
☎
㉓
２
３
７
７

　

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
は
や
ひ
と

（
隼
仁
会
）
☎
㉒
０
０
０
２

　

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
す
ず
ら
ん
の
里

（
大
一
会
）
☎
㉓
０
１
５
５

菱刈地区

 

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
菱
刈
庁
舎
）
☎
㉖
１
３
０
７

 

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー

 

（
啓
明
福
祉
会
）
☎
㉖
２
２
５
８

　

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護
や
予
防
、
医
療
、
住
ま
い
、

生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
し

て
、
高
齢
者
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご

家
族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

（
例
）
稲
藁
、
伐
採
し
た
枝
条
等
の

　
　
　

 
 

焼
却
、
漁
網
に
付
着
し
た
海

　
　
　

  

産
物
等
の
焼
却
な
ど

〇
た
き
火
、
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む

　

う
え
で
、
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の

　

焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

　

（
例
）
落
ち
葉
焚
き
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

　
　
　

  

イ
ヤ
ー
な
ど

焼
却
禁
止
の

例
外

〇
国
ま
た
は
公
共
団
体
が
、
そ
の
施
設

　

の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄

　

物
の
焼
却

　

（
例
）
河
川
敷
の
草
焼
き
、
漂
着
物

　
　
　

    

等
の
焼
却
な
ど

〇
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
、

　

そ
の
他
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま

　

た
は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物

　

の
焼
却

　

（
例
）
災
害
な
ど
の
応
急
対
策
、
火

　
　
　

  

災
予
防
訓
練
な
ど

〇
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

　

を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼

　

却

　

（
例
）
正
月
の
し
め
縄
、
門
松
等
を

　
　
　

  

焚
く
行
事
な
ど

〇
農
業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

　

得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄

　

物
の
焼
却

～ 

事
業
活
動
ゴ
ミ
は
も
ち
ろ
ん

       

家
庭
ゴ
ミ
も
ア
ウ
ト
で
す 

～

内線

　例外といってもみなさんの生活

環境に悪影響を及ぼしてはいけ

ません。 煙、 臭いに注意を払い、

消火準備、 監視の徹底を

お願いします。



13　　広報いさ  2023.11.01

あ
る
歯
周
病
菌
は
ゼ
ロ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

歯
周
病
は
完
治
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

歯
周
病
の
発
症
や
再
発
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

常
日
頃
の
ケ
ア
が
一
番
大
切
で
す
。
自
分

自
身
で
の
歯
み
が
き
だ
け
で
は
限
界
が
あ

る
た
め
専
門
家
（
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生

士
）
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
自
分
で
は
と
れ
な
い
プ
ラ
ー
ク
や

歯
石
を
専
門
の
器
具
で
除
去
し
て
も
ら
え

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で

定
期
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

出
典
：
糖
尿
病
と
歯
科
の
こ
と
（
西
田　

亙
）

　
　

：
歯
周
病
と
全
身
と
の
関
係

（
か
ご
し
ま
口
腔
保
健
協
会
）

　

一
方
、
糖
尿
病
は
血
液
中
に
炎
症
性
物

質
が
増
え
す
ぎ
る
と
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働

き
が
弱
く
な
り
糖
の
取
り
込
み
が
悪
く
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
糖
値
を
上
昇
さ

せ
、
お
薬
や
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
使
っ
て

も
効
き
づ
ら
い
状
態
に
陥
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
歯
科
医
院
で
歯
周
病
の
治
療

を
き
ち
ん
と
す
る
と
、
口
の
中
の
細
菌
が

退
散
し
ス
ッ
キ
リ
し
た
口
に
も
ど
る
と
同

時
に
、
イ
ン
ス
リ
ン
も
ブ
ド
ウ
糖
を
ス

ム
ー
ズ
に
運
べ
る
よ
う
に
な
り
、
血
糖
値

も
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。　

　

こ
こ
で
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
歯
周
病

は
歯
周
病
菌
が
減
っ
て
く
る
と
出
血
が
止

ま
っ
た
り
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
浅
く
な
っ
た

り
と
状
態
は
改
善
し
ま
す
が
、
常
在
菌
で

問い合わせ先　こども課こども健康係　☎２３－１３１１　　 １２１４

健康
コーナーコーナー

内線

～
歯
周
病
と
糖
尿
病
の
つ
な
が
り
～

　

歯
周
病
と
糖
尿
病
は
「
痛
み
も
な
く
忍

び
寄
る
病
気
」「
慢
性
的
な
炎
症
」
と
い

う
共
通
点
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、
歯
と
歯
を
支
え
る
歯
ぐ
き

や
骨
（
歯
槽
骨
）
に
お
い
て
細
菌
感
染
が

起
こ
り
、
免
疫
細
胞
か
ら
炎
症
性
物
質
が

分
泌
さ
れ
ま
す
。
歯
や
歯
ぐ
き
は
豊
富
な

血
管
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
、
歯

周
病
に
よ
っ
て
ひ
と
た
び
出
血
が
起
こ
れ

ば
炎
症
性
物
質
が
血
流
に
の
っ
て
全
身
に

流
れ
出
し
ま
す
。

　

歯
周
病
に
よ
る
慢
性
的
な
炎
症
は
、
心

臓
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
た
り
、
妊
娠
・
出

産
、
そ
の
他
全
身
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

歯周病セルフチェック

歯周病が糖尿病に影響を及ぼすメカニズム

当てはまるもの
に、チェックをして
みてください。

セルフチェックで一つでも該当するものが
あったら、歯科医院を受診しましょう。

□ 歯ぐきが赤く腫れている
□ 歯磨きのときに出血する
□ ムズガユイ感じがする
□ 時々腫れて痛む
□ 歯が長く伸びたように見える
□ 歯がグラグラ動く感じがする
□ 歯と歯の間に食べ物がはさまる
□ 歯ぐきを押さえるとウミが出る
□ 朝起きたときに口の中がネバついて変な味がする
□ 息が臭いといわれる

お口と糖尿病の話

歯周病原細菌や歯ぐきの
炎症によって炎症性物質
が出てきます

歯周病がひどくなり、炎
症が続くと、炎症性物質
が増え、血液中に流れ込
み、CRP 値が上昇します

※CRP値
炎症パラメータ（炎症の強さ
と長さを判断する指標）です。
CRP 値の上昇は、肝臓の働き
を弱め、糖代謝にも悪影響を
及ぼします。

※インスリン
すい臓で分泌されるホル
モンで血糖をコントロー
ルします。

血液中に炎症性物質が増え
すぎると、インスリンの働き
が弱くなり、糖（グルコース）
の取り込みが悪くなります。

歯周病の治療と管理を行うと、血糖コントロールが
しやすくなります。

歯医者さんに行きたくなる
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・・ 菱刈図書館

　（菱刈ふるさといきがいセンター内）

☎ 26－３０００

・・ 大口図書館臨時窓口

　（オニツカ１階店舗内）

☎ 22－０417

　※営業時間　10 時～ 18 時

休 館 日 ： 月曜日

※月曜日が祝日のときは翌日

開館時間

火 ～ 土：９時～１８時

日・祝日：９時～１７時

へ

図
書
館

よ
う
こ
そ

わたしの本棚

３
び
き
の
か
わ
い
い

オ
オ
カ
ミ

ユ
ー
ジ
ー
ン
・
ト
リ
ビ
ザ
ス 

文

 

／
冨
山
房

推薦者　中間 めぐみ さん

（大口小学校司書）

　

娘
が
低
学
年
の
時
に
、
私
に
勧

め
て
く
れ
た
本
で
す
。
『
３
び
き

の
こ
ぶ
た
』
で
は
な
く
『
３
び
き

の
オ
オ
カ
ミ
』
と
『
悪
い
大
ブ
タ
』

の
お
話
。
ハ
ン
マ
ー
や
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
で
、
オ
オ
カ
ミ
が
作
っ
た
家

を
破
壊
し
て
い
く
、
大
ブ
タ
の
と

ん
で
も
な
い
悪
者
ぶ
り
に
、
び
っ

く
り
し
な
が
ら
も
、
思
わ
ず
笑
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
娘
と
私
の
思
い

出
の
１
冊
で
す
。

お す す め の 一 冊 （新刊全点案内より引用）

こんな感じで書いてます

群 ようこ 著 / 新潮社

　書き始めの苦しみ、対象との距離感、「書く」

と「読む」のバランス、まとはずれな誹謗中

傷のやり過ごし方、前期高齢者になってから

の変化．．．。群ようこが物書き生活のなかで

考えてきたことを綴る。

　所蔵館：両館

図 書 館 情 報

● 

イ
ベ
ン
ト
情
報

大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

日
　
時　

11
月
11
日

（土
）

　
　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

場
　
所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

内
　
容

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ぎ
ん
な
ん
」
に

よ
る
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

ふ
れ
あ
い
メ
ル
ヘ
ン
ひ
ろ
ば

日　

時　

11
月
25
日

（土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時

場　

所　

大
口
図
書
館
臨
時
窓
口

内　

容

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ぎ
ん
な
ん
」
に
よ
る

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の

読
み
聞
か
せ

● 

今
月
の
新
刊
本

【児
童
】

ピ
ー
ス
ケ
の
い
え
で  

／
た
か
ど
の 

ほ
う
こ 

作
（
両
館
）

は
じ
ま
り
は
一
冊
の
本
！

／
濱
野 

京
子 

作
（
両
館
）

き
ゅ
う
き
ゅ
う
ば
こ
の
絵
本
／

WILL

こ
ど
も
知
育
研
究
所 

編
・
著
（
大
口
）

【一
般
】

あ
な
た
が
誰
か
を
殺
し
た

／
東
野 

圭
吾 
著
（
両
館
）

剣
、花
に
殉
ず
／　

木
下 

昌
輝 

著
（
両
館
）

か
ら
だ
の
中
か
ら
整
う
お
か
ゆ
レ
シ
ピ  

／
堤 

人
美 

著
（
菱
刈
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
刊
案
内
で
掲
載
以
外
の

　

本
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
菱
刈
図
書
館
で
は
、
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー

　

ナ
ー
を
常
設
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
入
れ
替

　

え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
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政
情
報
「
農
の
い
ろ
は
」

度
中
に
設
け
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
大
切
な
農
地
を
守
り
、
未

来
に
向
け
て
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
の

計
画
で
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
画

を
お
願
い
し
ま
す
。

―
催
し
の
お
知
ら
せ
ー

　

地
元
の
美
味
し
い
も
の
、

地
元
外
か
ら
の
珍
し
い
も
の
、

牛
肉
の
試
食
販
売
も
や
っ
ち
ゃ
う
、
年
に

1
度
の
収
穫
祭「
伊
佐
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
担
い
手
支
援
係

☎
㉓
１
３
１
１　
　
　

２
２
４
５

●
心
配
し
て
い
る
こ
と

　

高
齢
化
や
人
口
減
少
の
本
格
化
に
よ
り

農
業
者
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
、

地
域
の
農
地
が
適
切
に
利
用
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

　

農
地
が
利
用
さ
れ
や
す
く
な
る
よ
う
、

地
域
内
外
か
ら
農
地
の
受
け
手
を
幅
広
く

確
保
し
つ
つ
、
農
地
バ
ン
ク
を
活
用
し
た

農
地
の
集
約
化
等
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
だ
か
ら
「
地
域
計
画
」

　

法
改
正
に
伴
っ
て
今
年
度
か
ら
令
和
７

年
３
月
末
ま
で
に
「
目
標
地
図
」
を
含
む

「
地
域
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

目
標
地
図
は
、
10
年
後
に
「
ど
の
担
い

手
に
集
積
・
集
約
す
る
か
」
を
農
地
一
筆

ご
と
に
表
し
た
も
の
で
、
農
地
利
用
の
将

来
図
と
な
る
も
の
で
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
今
年
９
月
、
農
地
所

有
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
も
と

に
目
標
地
図
が
作
ら
れ
ま
す
。

　

農
政
課
で
は
、
そ
の
目
標
地
図
を
持
っ

て
、「
10
年
後
に
誰
が
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
に
農
業
を
す
る
の
か
」
に
つ
い
て
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
話
し
合
う
場
を
今
年

農

福
岡

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
鹿
児
島
の

Ｃ
Ｍ
と
い
え
ば
何
で
す
か
？

い
よ
い
よ
撮
影
当
日
。
出
来
映
え
は
文
句

な
し
の
１
０
０
点
！
鹿
児
島
ら
し
さ
と
と

も
に
、
福
岡
事
務
所
の
賑
や
か
な
雰
囲
気
、

公
務
員
の
仕
事
の
幅
の
広
さ
も
表
現
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

制
作
者
が
こ
れ
だ
け
言
っ
て
い
た
ら
ど

ん
な
動
画
に
な
っ
た
の
か
気
に
な
り
ま
す

よ
ね
??
福
岡
事
務
所
全
職
員
（
４
人
）
が

全
力
を
注
い
で
撮
影
し
た
動
画
は
、
福
岡

事
務
所
のInstagram

に
て
視
聴
で
き
ま

す
!!
動
画
撮
影
時
の
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
も

投
稿
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
そ
ち
ら
も

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
♪　
　

（
千
鳥　

恋
）

※
「
た
び
た
び
の
旅
」
と
は
、
期
間
中
（
10
月

　

１
日
～
12
月
28
日
）
に
九
州
内
対
象
の
宿
泊

　

施
設
に
泊
ま
る
と
宿
泊
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、

　

３
ポ
イ
ン
ト
で
３
、
０
０
０
円
の
た
び
た
び

　

ク
ー
ポ
ン
が
も
ら
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

　

先
日
、
九
州
観
光
機
構
か
ら
鹿
児
島
県

福
岡
事
務
所
と
薩
摩
双
龍
剣
士
Ｒ
Ｅ
Ｎ
に

あ
る
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
10
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
旅
行
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
た
び
た
び
の
旅
」
を
宣
伝
す
る
た
め
、

九
州
各
県
の
特
色
あ
る
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成

し
た
い
の
で
出
演
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

私
が
鹿
児
島
県ver

に
台
本
を
ア
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で

ぶ
つ
か
っ
た
壁
は
「
鹿
児
島
ら
し
さ
と
は

何
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
鹿
児
島
で
生

ま
れ
育
っ
た
私
は
、「
こ
れ
は
鹿
児
島
だ

け
」
と
い
う
も
の
を
す
ぐ
に
思
い
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
振
り
絞
っ
た
結
果
、
思
い

つ
い
た
も
の
が
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
。
市
役
所
入

庁
が
決
ま
っ
た
際
、
友
だ
ち
に
何
度
か
や

ら
さ
れ
た
思
い
出
の
あ
の
Ｃ
Ｍ･･･

「
将

来
な
ん
に
な
る
の
ー
？
」「
こ
う
む
い
ー

ん
！
」
某
専
門
学
校
の
Ｃ
Ｍ
で
す
。
こ
の

Ｃ
Ｍ
は
言
葉
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
重

要
。
福
岡
で
ネ
イ
テ
ィ
ブ
鹿
児
島
弁
が
飛

び
交
う
鹿
児
島
県
福
岡
事
務
所
に
ぴ
っ
た

り
だ
と
思
い
、
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
前
日
は
所
内
で
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、

だ
よ
り

Instagram を開設！

インスタのフォローをお願いします

鹿児島県福岡事務所

目標地図イメージ

現　在将　来

行
っ
て
み
よ
う
！内

線

■ 11 月 12 日（日）

　 菱刈農村公園
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問い合わせ先　伊佐市基幹相談支援センター（伊佐市役所福祉課内）　☎２３－１３１７

基幹相談支援センター

だより

研
修
会
の
実
施
報
告
　

今
回
は
９
月
に
実
施
し
た
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
研
修
会
２
つ
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

⑩

人
が
役
割
を
持
て
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
２
で
は
、「
私
の
体
験
談
～
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
視
点
か
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
大

口
病
院
の
デ
イ
ケ
ア
で
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
働
く
川
畑
良
二
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の

自
身
の
病
気
の
経
験
と
、
そ
れ
を
活
か
し
て

精
神
的
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
人
の
支
援
者

（
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
）
と
な
る
ま
で
の
過
程

を
「
人
と
つ
な
が
る
こ
と
、
希
望
を
持
つ
こ

と
、
自
分
ら
し
く
あ
る
こ
と
、
人
生
の
意
味

を
見
出
す
こ
と
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」
と
い

う
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
自
身
の
葛
藤

を
交
え
な
が
ら
、
経
験
者
な
ら
で
は
の
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
川
畑
さ
ん
の
体
験
談
へ

の
反
響
の
言
葉
も
多
く
、
そ
れ
に
加
え
「
精

神
科
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」、「
精
神
疾

患
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
」、「
も
っ
と
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
等
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
映
画
を
通
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
を
目
的
に
去
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
も
全
国
各
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

伊
佐
市
で
は
市
役
所
菱
刈
庁
舎
の
大
会
議

室
に
26
人
が
集
ま
り
オ
ン
ラ
イ
ン
映
画
鑑
賞

会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
イ
タ
リ
ア
で
２

０
０
８
年
に
公
開
さ
れ
た
「
人
生
こ
こ
に
あ

り
！
」
と
い
う
映
画
で
、
精
神
疾
患
を
抱
え

た
人
た
ち
が
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の

現
実
や
困
難
、
そ
し
て
希
望
に
つ
い
て
実
話

を
も
と
に
作
ら
れ
た
映
画
で
し
た
。

　

上
映
後
は
各
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

ぎ
、
感
想
の
シ
ェ
ア
タ
イ
ム
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
映
画
を
見
て
感
じ
た
こ
と
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
新
た
な
気
づ
き
や
理
解
を
深
め

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

感
想
で
は
「
障
が
い
が
あ
る
人
も
な
い
人

も
そ
の
人
の
尊
厳
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
」「
心
に
疾
患
を
わ
ず
ら
っ
て
い

る
方
々
の
社
会
的
自
立
の
大
切
さ
と
難
し
さ

を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」
と
い
っ

た
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

第２弾

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
デ
ー
映
画
上
映
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
３

　

講
演
１
で
は
、
大
口
病
院
の
馬
場
冠
治
院

長
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ
い

て
～
精
神
科
を
受
診
す
る
と
き
っ
て
ど
ん
な

と
き
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
こ
ろ
の
不
調
や
病
気
に
な
る
人
が
近
年

は
増
え
て
い
る
こ
と
、
が
ん
・
脳
卒
中
・
心

疾
患
・
糖
尿
病
に
精
神
疾
患
が
加
わ
っ
て
、

５
大
疾
病
と
い
わ
れ
社
会
的
に
も
関
心
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
精
神
医
療
の
長
い
歴
史
の

中
で
偏
見
が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
気
軽
に

話
せ
な
い
現
状
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
結

果
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
に
く
く
、
本
人
や

そ
の
家
族
が
孤
独
に
な
り
や
す
い
こ
と
。
そ

の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
こ
ろ
の
病
気
の
概
要

や
薬
の
作
用
に
つ
い
て
の
説
明
に
加
え
、
診

断
は
そ
の
人
が
訴
え
る
症
状
だ
け
で
な
く
、

そ
の
人
の
苦
し
さ
や
そ
の
背
景
と
こ
れ
ま
で

の
人
生
を
知
ら
な
い
と
判
断
で
き
な
い
こ
と

な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
を

支
え
る
た
め
に
は
困
難
を
抱
え
る
人
の
話
を

丁
寧
に
聞
く
こ
と
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
本

み
ん
な
で
考
え
る
こ
こ
ろ
の
不
調
・

病
気
と
そ
の
ケ
ア
に
つ
い
て

第 1弾
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　すっかり日が短くなったこの時期、家庭の照明器具は大活躍です。

ただし、人のいない部屋などは照明を消すなどエコ意識をもって、

秋の夜長を過ごしましょう。

地球にも家計にも
やさしい取組み！ 明るい暮らしをエコで演出

問い合わせ先　環境政策課環境保全係　☎２２－１０６０

わが家の
エコエコ対策

ECOECO

低消費電力で長寿命の LED 照明

　近年、白熱電球や電球形蛍光ランプにかわって照明

器具の主力となっているのが、LED（発光ダイオード）

照明です。LED 電球の消費電力は、白熱電球の約 10

分の 1、蛍光ランプの約２分の 1 と少なく、寿命は白

熱電球の約 40 倍、蛍光ランプの約４倍と長持ちです。

　小さな照明でも、つけっぱなしは禁物。人の

いない部屋、使っていないトイレ、昼間は日当

たりのいい場所など、不必要な

照明は消し

ましょう。

不必要な照明はとにかく消す

照　明　器　具

人感センサー機能がある照明

　玄関や庭、勝手口などをセンサーつきの照明

にすると、人を感知して自動で点灯します。ま

た、自動で消灯するので消し忘れの心配もあり

ません。

　インバーター式の照明は、オン・オフだけで

なく、明るさの調節もできるので省エネ対策が

とりやすい器具です。

照明器具をインバーター式に

DATA 点灯を１日１時間短縮した場合

・・白熱電球（54W）

<年間で > CO2　　　　　　　 11.6 ㎏の削減

　　　　　電気代　　　　 約 530 円の節約

・・蛍光ランプ （12W）

< 年間で > CO2　　　　　　　 2.6 ㎏の削減

　　　　　電気代　　　　 約 120 円の節約

・・電球形 LED ランプ（9W）

< 年間で > CO2　　　　　　　 1.9 ㎏の削減

　　　　　電気代　　　　 約 90 円の節約

こまめに器具を掃除する

　照明のかさやカバーが

汚れていると明るさが低

下します。こまめに掃除

しましょう。

寿命が

長い
電力

消費が
小さい
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知
ら
せ

［ 
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］

伊
佐
市
役
所
代
表
電
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☎
２
３ 

― 

１
３
１
１
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海音寺潮五郎記念

「海潮忌・文学フェスティバル」

伊佐市出身の直木賞作家、

海音寺潮五郎氏は 1977

年12月1日76歳で逝去。

その遺徳を偲び偉業を顕

彰する式典。

期　間　11 月 17 日（金）～ 30 日（木）
場　所　伊佐市文化会館ロビー

場所　 伊佐市文化会館

日時　１１月１９日（日）12 時 30 分～　（受付 12 時～）

海音寺潮五郎記念「銀杏文芸賞」およ

び「読書感想文・感想画コンクール」

の表彰式、銀杏文芸賞選者である岡田

哲也氏・大口玲子氏・東直子氏による

鼎
て い

談。

第 23 回「銀杏文芸賞」入賞者が決定しました

※授賞式は「海潮忌・文学フェスティバル」の席上で行われます。

定　　価　１冊 200 円

　　　　　（限定 100 冊）

販売場所　授賞式会場

海潮忌 文学フェスティバル

銀杏文芸賞入賞者の

作品集を販売

海音寺潮五郎氏

写真展示会
広く紹介するために
記録写真を展示します。

エッセイ部門

賞 題名　　氏名（住所）

最優秀賞
 八十八夜
 髙橋　裕之（鹿児島県伊佐市）

優秀賞

 笑顔を探して
 油田　理恵（鹿児島県鹿児島市）

 命のサイン
 須川　久代（鹿児島県伊佐市）

佳　作

 「祖父の決心」
 馬場　広大（宮崎県宮崎市）

 博士の声なき声
 石原　修（鹿児島県薩摩川内市）

 高架下の壁
 青崎　はぐれ（埼玉県越谷市）

 まくらばな紫陽花
 山之氏　秀行（鹿児島県鹿児島市）

海音寺賞
 花の首飾り
 中島　成惠（鹿児島県伊佐市）

短歌部門

賞 題名　　氏名（住所）

最優秀賞
 狐火
 中村　仁彦（福岡県宗像市）

優秀賞

 日々
 里山　璃空（鹿児島県姶良市）

 女川駅舎
 青崎　はぐれ（埼玉県越谷市）

佳　作

 日日
 川上　森（静岡県静岡市）

 ここは前書き
 山本　栞（山梨県都留市）

 あかるいままに
 薄暑　なつ（東京都町田市）

 海の日の母
 染川　ゆり（福岡県大野城市）

海音寺賞
 梅にまつわる思い出
 針持　種子（鹿児島県伊佐市）

問い合わせ先　社会教育課図書館係　☎２６－１５５４　　　２３１５・２３１６内線

Information
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　スマートフォンの基本操作、インターネット、アプリ、地図、ＳＮＳなどの講習会を開催します。

スマートフォンをお持ちでない人でも参加することができます（貸出機器の数に限りがあります）。

定　員　

各コース ８人
※定員に達し次第
　受付終了

講習会  〈 詳しい講座内容は、 電話またはホームページで確認してください 〉

日程 （２日間） 会場

１  11 月   1 日（水）～   2 日（木）   まごし館
２  11 月   8 日（水）～   9 日（木）   大口元気こころ館
３  11 月 15 日（水）～ 16 日（木）   西太良地区コミュニティセンター
４  12 月   5 日（火）～   6 日（水）   湯之尾校区集会施設
５  12 月 12 日（火）～ 13 日（水）   大口元気こころ館
６  12 月 14 日（木）～ 15 日（金）   まごし館
７    1 月 11 日（木）～ 12 日（金）   山野基幹集落センター
８    1 月 17 日（水）～ 18 日（木）   大口元気こころ館

　　時間 13:00 ～ 16:30　　※８コースのみ 13:00 ～ 15:15

スマートフォン講習会を開催

Information

Information

問い合わせ先

企画政策課行政改革係

　　　１１２７内線

内線

詳細・申込先

　　　　　　　　　　　　　　　　（講習会予約専用電話）

平日 10:00～ 17:00　WEB申込みは 24時間

ホームページからも講座内容の確認や申込みができます。

☎ 050-1807-8591

▲ホームページ

0© 2023 CONEXIO Corporation.

講習会予約

【講習会予約用QRコード】

【講習会予約用電話番号】

・24時間365日予約が可能です

０５０－１８０７－８５９１
※平日の10:00-17:00に予約が可能です

【予約締切】
講習会の2日前の午前0時に
設定しております

無料・先着順・申込制

11月は不法投棄
防止強化月間

ごみの処理は適正に！

 
 
 
○ 県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎年１１月を「不法投棄防止強化月間」と

定めています。 
○ 期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止パトロール等を強化しています。 
○ 不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとりが、「不法投棄をしない。させない。見つけ

たらすぐ電話を」という意識を持ち、不法投棄のない住みよい地域をつくりましょう。 
○ 産業廃棄物の不法投棄を発見したら、お近くの地域振興局、保健福祉環境部または県庁廃棄物・

リサイクル対策課  ☎０９９（２８６）３８１０（サンパイゼロ） 
           e-mail:sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp までご連絡ください。 

※不法投棄防止強化月間 
  西郷さんマーク 

１１月は不法投棄防止強化月間です 

◎一般廃棄物

　環境政策課環境保全係　　　７１２

◎産業廃棄物

　姶良・伊佐地域振興局保健福祉環境部

　☎０９９５－４４－７９５９

　airaisa-eisei-kankyo@pref.

kagoshima.lg.jp

　県庁廃棄物・リサイクル対策課

　☎０９９－２８６－３８１０

sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp

連絡・問い合わせ先
　不法投棄は重大な犯罪です

（５年以下の懲役、1,000 万円以下の罰金または併

科）。市内でも毎年多くの不法投棄の事案が発生して

ます。市では看板等を設置して啓発を行っていますが、

不法投棄は後を絶ちません。

　一人ひとりが「不法投棄をしない。させない。見つ

けたらすぐ電話を」という意識を持ち、不法投棄のな

い住みよい地域をつくりましょう。

　11 月の期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法

投棄禁止パトロール等を強化しています。一般廃棄物

や産業廃棄物の不法投棄を発見したら、問い合わせ先

にご連絡ください。

受付終了
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　浄化槽は「保守点検」、「清掃」、「法定検査」という維持管理が適正に行われることによって、

私たちの生活から排出された汚水を浄化し、きれいな水にして流すことができる装置です。

　法定検査は、保守点検、清掃とは別に、毎年 1回の検査が義務付けられています。

※法定検査は県知事の指定を受けた（公財）

　鹿児島県環境保全協会が行います。日程に

　ついては、事前にハガキでお知らせします。

※検査結果は、保健所や市町村役場等に報告

　され、必要に応じて指導が行われます。

　なお、この検査を受けない場合は行政指導

　の対象となります。

● 10 人槽以下の定期検査は効率化による検査を実施しています

　県では、国が定める浄化槽ガイドライン検査から、検査内容を効率化した検査方法を実施

しています。４年に１回の検査員による検査と４年に３回の採水員による検査を組み合わせ

て実施します。国の指導で、他県と同様に毎年検査することになりますが、１回あたりの検

査手数料は引き下げられます。

● 定期検査（浄化槽法第 11 条）

　浄化槽の処理水を持ち帰り詳しい水質検査（BOD）を実施

します。不適事項があれば、行政及び関係者が状況を把握する

とともに早期にそれを是正することを目的にしています。

● 合併処理浄化槽

基本検査
（ガイドライン検査）

5,000円
（4 年に 1 回）

採水員検査
3,000円

（4 年に 3 回）

● 単独処理浄化槽

ガイドライン検査
4,000円

（4 年に 1 回）

採水員検査
3,000円

（4 年に 3 回）

浄化槽の法定検査は義務です！浄化槽を設置している人へ

問い合わせ先

〇鹿児島県知事指定検査機関

　（公財）鹿児島県環境保全協会　

☎０９９－２９６－９０００ 

〇環境政策課環境保全係　☎２２－１０６０

Information
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ガイドライン検査  
４，０００円   

４年に１回   

採水員検査  
３，０００円   

4 年に 3 回  
（当面は４年に１回）  

基本検査  
（ガイドライン検査）  

５，０００円   

４年に１回   

採水員検査  
３，０００円   

4 年に 3 回  
（当面は４年に１回）  

【問い合わせ先】  
 
鹿児島県知事指定検査機関                                                               
（公財）鹿児島県環境保全協会                          
 ℡ ０９９－２９６－９００0                                                                       
 http://www.kagoshima-kankyou.or.jp/ 
 
鹿児島県生活排水対策室                                         
℡ ０９９－２８６－３６８５ 
伊佐市 環境政策課 環境保全係  
℡ 0995－22－1060 

広報誌案③縦書き 

合合併併処処理理浄浄化化槽槽  

単単独独処処理理浄浄化化槽槽  

検査手数料 （５～ 10 人槽）

市有地を購入しませんか
売却を一般競争入札にて行います

申込期限　12 月 15 日（金）

　購入を希望する人は、市ホームページから申請書をダウンロードしてお申込みください。

詳しくは、財政課（大口庁舎）で閲覧されるか、市ホームページをご覧ください。

番号 所在 種別 面積 （㎡ ・ 坪） 最低価格

１   大口大田750番２ 宅地 171.64㎡  51.9 坪  1,219,000円

２   大口大田750番７ 宅地 153.43㎡  46.4 坪  943,000円

３   大口大田750番８ 宅地 187.21 ㎡  56.6 坪  836,000円

４   大口里310番２ 雑種地 224.00㎡  67.7 坪  1,121,000円

５   菱刈重留 1423番 71 宅地 944.20㎡ 285.6 坪 4,030,000円

６   菱刈重留 1271番９ 宅地 465.85㎡ 140.9 坪 2,055,000円

〈 一般競争入札によるもの 〉

Information

問い合わせ先

財政課財産管理係（大口庁舎別館２階）

　　　１１４５内線
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Information

伊佐市農業関係

価格高騰対策緊急支援事業

申請手続

申請書類

① 交付申請書兼実績報告書

② 交付請求書 （押印要）　　③ 同意書

持参するもの

① 申告に伴う農業所得用の

　   決算書 ・収支内訳書の写し

② 振込口座の通帳の写し

③ 印鑑

　コロナ禍やウクライナ情勢等の影響による飼料や農業資材等の価格高騰対策として上昇分の一部を

支援し、農業経営への影響を緩和するため助成金を交付します。

対　象　令和５年１月１日以降伊佐市に住所を有し、

　　　　次の要件を満たすもの。

助成額　農業に係る収入額により助成金を交付します。

⑴

　【個人の場合】
　令和５年度（令和４年分）の市民税の申告にお
　いて、農業収入が 30 万円以上あること。

　【法人の場合】
　直近の確定申告において、農作物の生産販売に
　よる事業収入が 30 万円以上あること。

⑵ 　令和５年以降においても農業収入があること。

申請期限　12 月 28 日（木） ※申請書類は、農政課（菱刈庁舎）・市民課（大口庁舎）にあります。

令和４年収入額 助成金額

1,000 万円以上 100,000円

750万円以上 1,000 万円未満 75,000円

500 万円以上   750万円未満 50,000円

250万円以上   500 万円未満 25,000円

30 万円以上   250万円未満 15,000円

●農業資材等価格高騰対策

農業者

市農政課

提出・問い合わせ先　

農政課農業政策係（菱刈庁舎）

　　　２２４６内線

①
交
付
申
請
書
・
請
求
書
等

②
交
付
決
定
・
確
定
通
知

③
補
助
金
（助
成
金
）
交
付

Information

秋季全国火災予防運動

９日
（木）

・・大口・大口東・牛尾校区　       18 時 30 分
・・山野・平出水校区　　　      19 時 30 分

10 日
（金）

・・曽木・針持校区　　　　　    18 時 30 分
・・羽月・羽月西・羽月北校区    19 時 30 分

12 日
（日）

・・南永・本城・湯之尾・

　菱刈・田中校区　　　　　　   ６時 00 分

イベント参加者　市内の幼年消防クラブ員

※訓練時はサイレン吹鳴及び消防車が赤色灯をつけて走行

　しますので、火災とお間違いのないようご注意ください。

● 今年度全国統一防火標語

　『火を消して  不安を消して  つなぐ未来』

内線

問い合わせ先

総務課交通消防防災係

１１１８

防火訓練

期間  11 月９日（木）～ 15 日（水）

防火セレモニー

場　所　 大口ふれあいセンター前広場

日　時　１１月９日（木）
10 時～ 10 時 30 分

※雨天中止

防火訓練とセレモニーを行います。
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Information

校区コミュニティ 巡回健康相談

第 16 回　県民公開講座
高血圧予防と食生活

　～脳 ・ 心 ・ 腎を守るために～

身
近
な
健
康
の
話
、

聞
い
て
・
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　市では、市民のみなさまの健康の維持・増進を目的とした巡回

健康相談を行います。校区外にお住いの人でも参加できます。

　お気軽にお越しください。

【内容】　・血圧測定、体重測定

　　 　 ・ご自身やご家族の健康、介護などに関する相談

　　　　◎相談には、保健師や看護師等が対応します。

コミュニティ協議会 日　時　 場　所

　大口東校区 11 月 11 日（土）13：45 ～ 15：00 　大口東小学校体育館

　羽月北校区 11 月 12 日（日）10：30 ～ 11：30 　旧羽月北小学校体育館

　牛尾校区 11 月 14 日（火）10：00 ～ 11：30 　大口温泉高熊荘

　田中校区 11 月 15 日（水）10：00 ～ 11：30 　田中ふるさと館

　大口校区 11 月 17 日（金）13：00 ～ 15：00 　大口元気こころ館

問い合わせ先

保健課健康推進係　　　１２４２内線

場所　 伊佐市文化会館 大ホール

第 1部　講演　 講　師　大石　充 教授

（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科心臓血管・高血圧内科学）

第２部　フリートーク

日時　１２月１７日（日）
13 時～ 15 時 15 分（終了予定）

申込方法　次の①～③でお申し込みください。

① 氏名・住所・電話番号・所属等を記入

　 して FAX（０９９－２５６－１２１７）

③ 電話（☎０９９－２５６－１２１６）

　 ※ 10時～ 16時：土日祝日を除く。

主催・問い合わせ先　公益社団法人 鹿児島県栄養士会　☎０９９－２５６－１２１６

申込期限 12 月 8 日（金）

https://forms.gle/2MDuwLt6J42RasnAA

② 下記の申込 URL または

　 右の QR コード

公益社団法人鹿児島県栄養士会 主催 

 

身近な健康の話、聞いて・話してみませんか？ 

高血圧予防と食生活 ～脳・心・腎を守るために～ 

日 時   令和 5 年 12 月 17 日（日） 

         午後 1 時～午後 3 時 15 分（終了予定） 

場 所   伊佐市文化会館 大ホール 

参加費  無料（要事前申込） 

【第 1 部 講 演】 高血圧予防と食生活 ～脳・心・腎を守るために～ 

   講 師  鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 

          心臓血管・高血圧内科学     大石 充    教授 

【第 2 部フリートーク】 

 

申し込み方法      締切り 12 月８日（金） 

1. ファクシミリでのお申込み FAX：099-256-1217   

氏名・住所・電話番号・所属等記入してＦＡＸして下さい。 

2. PC・スマｰトフォンからのお申込み 

下記の申込URLまたは右の二次元コードからお申込みください。 

https://forms.gle/2MDuwLt6J42RasnAA 

3. 電話での申し込み TEL099-256-1216（公益社団法人 鹿児島県栄養士会） 

問合せ先 

公益社団法人 鹿児島県栄養士会   (10 時～16 時：土日祝日を除く) 
  〒890-0056 鹿児島市下荒田 1 丁目 36-1 TEL099-256-1216  

第 16 回 県民公開講座   

参加費

無 料
要事前申込
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　給付金の申請期限は　　　　　　　　　　　　　　　　　　 です。令和6年２月29日（木） ※郵送の場合は必着

給付金の詳細について　※広報いさ６月１日号参照

　　　【ひとり親世帯分】 　　　【ひとり親世帯以外分】

　● 児童１人あたり５万円

　● 食費等の物価高騰の影響を受けて家計

　　が急変している児童扶養手当を受給し

　　ている人と同じ水準の収入の人も対象

　　となります。

　● 児童１人あたり５万円

　● 既に当該給付金を受給している世帯で、令和５年

　　３月以降、令和６年２月末までに出生した子も対

　　象になります。

　● 食費等の物価高騰の影響を受けて家計が急変し、

　　直近の収入が非課税相当の水準に下がった世帯も

　　対象になります（収入 額が確認できる書類が必要）。

　該当する人で、まだ申請されていない人は期限内に

こども課の窓口へ持参されるか、申請書と必要書類を

同封のうえ郵送にて提出してください。

※申請書類は、こども課窓口で配布もしくは市ホームページに

　掲載しています。

【ひとり親世帯分・ひとり親世帯以外分】の申請はお済みですか

郵送での提出先

〒８９５－２５１１

伊佐市大口里１８８８番地　

こども課子育て支援係

〒

Information

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金

 ・ ・こども課子育て支援係　☎２３－１３２８

 ・ ・厚生労働省　令和５年度低所得の子育て世帯生活支援特別給付金に係る相談窓口

　　☎０１２０－４００－９０３（受付時間　平日９時～ 18 時）

問い合わせ先

Information

内線

相談・問い合わせ先

税務課収納管理係　　　１２０５

市税等の

納期内納付にご協力ください

　納期限に自動的に引き落とされるので納め忘

れがなく、納付のために窓口に出向く必要もな

納付は口座振替が確実で便利です

　失業や病気、災害等やむを得ない事情で納

期内に納められない人は、お早めにご相談く

ださい。

　平日の昼間に時間の取れない人は、事前に

連絡をいただければ時間外でも対応します。

お困りの時は、まず納税相談を！

　市では税等の公平性を守るため、納期限を

過ぎても納付いただけない人に対して滞納処

分を行っています。

いので安心便利です。

取引のある金融機関

に、通帳と届出印を

持ってお手続きくだ

さい（納税義務者毎

に必要です）。

11・12 月は市税等徴収強化月間 12 月は国保税県下一斉滞納整理強化月間
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女性に対する暴力をなくす運動
期間  11 月 12 日（日）～ 25 日（土）

　

内
閣
府
で
は
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
け
れ
ど
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
の
た
め
に
、
全
国
共
通
の
電
話
番
号
（
＃
８
０
０
８
）
に
か
け
れ
ば
相
談
機

関
を
案
内
す
る
、
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
サ
ー
ビ
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
秘
密
も
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Information

問い合わせ先　

市民課人権啓発・市民相談係

１１６５内線

　

「
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局　

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
の
描
き
お
ろ
し
漫
画
」

▶ 全
国
共
通
電
話
番
号
（
＃
８は

れ

れ

ば

０
０
８
）

Information

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

　女性をめぐるさまざまな人権問題の解決

を図ることを目的として、「女性の人権ホッ

トライン」強化週間を実施します。

　相談内容は問いません。相談には、法務

局職員または人権擁護委員が応じ、秘密は

厳守されます。 電話番号　鹿児島地方法務局

　全国共通ダイヤル　

☎０５７０－０７０－８１０

相談時間　平日 ： 8 時 30 分～ 19 時

　　　　　土日 ： 10 時～ 17 時

※ただし、土日は福岡法務局人権擁護部が

　一括して対応します。

※ＩＰ電話からは接続できません。

ゼロナナゼロのハートライン
問い合わせ先

鹿児島地方法務局人権擁護課

☎０９９－２５９－０６８４

期間  11 月 15 日（水）～ 21 日（火）
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Information

申込期限 11 月 27 日（月）

期日 時間 講習内容　　

12 月     ４日（月）
   ９ :00 ～   ９  :50   オリエンテーション「伊佐市の子育てネットワーク」

10:00 ～ 11:00   小児看護の基礎知識

11:10 ～ 12:00   ファミリーサポートセンターのしくみ

12 月 13 日（水）
   ９ :00 ～ 10:30   安全と事故予防、心肺蘇生

10:40 ～ 11:40   小児栄養

12 月 18 日（月）
   ９ :00 ～ 10:30   こどもの発達

10:40 ～ 12:00   こどものあそび、これからの活動について
　会員証発行

会場 　ルピナス　さくらんぼルーム（ｅ－Ｇａなんちゅう：旧大口南中学校）

▽ １ 援助会員・２ 育児サポーターの講習会日程

預かり　○保育園・認定こども園・幼稚園・小学校・

　　　　　放課後児童クラブ等の終了後や休日

　　　　○冠婚葬祭・学校行事・保護者の外出時等

送　迎　○保育園・認定こども園・幼稚園・小学校・

　　　　　放課後児童クラブ等から自宅等へ

※送迎・預かりの対象：生後３か月～小学生

活動内容

１ 援助会員

〇講演会等での託児、地域での声かけや見守り

２ 育児サポーター

　市では、地域ぐるみで子育てを応援する会員

組織として、伊佐市ファミリーサポートセン

ターを設置しています。ファミリーサポートセ

ンターの「援助会員」や「育児サポーター」と

して、子育ての応援をしてみませんか。

　安心して活動できるよう、子どもについて全

般的に学べる講習会を開催しますので、子育て

の応援に興味のある人はぜひご参加ください。

対 象 者　・・市内在住で２０歳以上の人

　　　　　・・子育て支援に理解のある人

　　　　　・・センターが実施する下記講習会を
 　　　　  　受講した人

◆相互援助活動の内容

利用時間　月～土曜日　７時～２０時

※祝日・お盆・年末年始を除く。

料　　金　利用時間内：１時間あたり６００円

　　　　　利用時間外：１時間あたり７００円

※１時間を超えたら３０分ごとに記載してい

　る金額の半額が加算されます。

活動の場

・会員の自宅など（会員同士で決定する）

・ルピナスルーム（ｅ－Ｇａなんちゅう）   

　も利用できます。

❷依頼内容の打診
※依頼時間に活動でき
　る人にお願いします。

❶依頼申込み

❸援助会員の
　紹介

❹事前打合せ ❺活動開始

❻活動報告書の作成、報酬の受け渡し

依頼会員

活動の場

援助会員

伊佐市ファミリー
サポートセンター

１ 伊佐市ファミリーサポートセンター 援助会員

２ 伊佐市大口子育て支援センター 育児サポーター 

ファミリーサポートセンターのしくみ

申込・問い合わせ先

伊佐市大口子育て支援センター ルピナス 　 ☎２３－５０８０

担当係　こども課子育て支援係（大口庁舎）　　　　１２１７内線

募 集
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　小中高校生・一般市民から 185 点の応募があり、入賞された標語を紹介します。

令和５年度 入賞作品の紹介

「伊佐さわやかあいさつ運動」標語

ぼ
く
の
声　

み
ん
な
に
と
ど
け　

大
き
な
わ

平
出
水
小
学
校
３
年　

久
保　

駿
星

相
手
も
に
こ
に
こ　

自
分
も
に
こ
に
こ

　

あ
い
さ
つ
っ
て
い
い
な

羽
月
西
小
学
校
４
年　

楠
八
重　

哉
斗

あ
い
さ
つ
は　

ぼ
く
か
ら
言
う
よ　

み
ん
な
に
ね

羽
月
小
学
校
１
年  

瀬
戸
口　

湖
珀

　

優
良
賞

あ
い
さ
つ
で　

地
球
を
一
周　

え
が
お
の
輪

山
野
小
学
校
４
年　

髙
山　

鈴
海

家
に
か
え
っ
た
ら　

お
か
え
り　

た
だ
い
ま　

聞
こ
え
る

牛
尾
小
学
校
３
年　

境
谷　

圭
太

ど
ん
ど
ん
だ
そ
う
げ
ん
き
な
こ
え

　

ど
ん
ど
ん
し
よ
う
げ
ん
き
な
あ
い
さ
つ

 

大
口
東
小
学
校
１
年　

岩
下　

す
み
れ

あ
い
さ
つ
で　

み
ん
な
わ
ら
っ
て　

う
れ
し
い
な

大
口
小
学
校
１
年  

永
里　

蓮

　

優
秀
賞

ひ
ろ
げ
よ
う　

地
域
の
ス
マ
イ
ル　

あ
い
さ
つ
で

田
中
小
学
校
６
年　

鹿
島　

琉
聖

｢

お
は
よ
う｣

で 

笑
顔
の
花
咲
く 

伊
佐
の
朝 

大
口
明
光
学
園
高
等
学
校
３
年　

村
田　

ひ
よ
り

伊
佐
の
地
を　

あ
い
さ
つ
で
つ
な
ぐ　

心
の
輪

一
般　

永
池　

ノ
リ
子

　

最
優
秀
賞

あ
い
さ
つ
と　

お
こ
め
で
か
が
や
く　

い
さ
の
ま
ち

菱
刈
小
学
校
２
年　

福
田　

陽
詩

あ
い
さ
つ
で　

心
の
花
に　

水
や
り
を

大
口
明
光
学
園
中
学
校
３
年　

竹
井　

凛
華

お
は
よ
う
の　

返
事
で
占
う　

今
日
の
運
勢

菱
刈
中
学
校
３
年　

石
川　

悠
喜

交
わ
す
あ
い
さ
つ　

は
じ
ま
る
会
話　

広
が
る
笑
顔

大
口
中
央
中
学
校
３
年　

黒
木　

丈
瑠

い
さ
の
道　

明
る
い
あ
い
さ
つ　

と
び
か
う
よ

湯
之
尾
小
学
校
４
年　

西　

愛
葵

お
は
よ
う
と　

世
界
の
人
が　

い
い
気
も
ち

南
永
小
学
校
３
年　

田
畑　

陽
磨

お
は
よ
う
で　

き
ょ
う
も
す
た
あ
と　

よ
お
い
ど
ん

本
城
小
学
校
１
年　

柏
原　

冴
紀

ふ
み
出
そ
う　

元
気
な
あ
い
さ
つ　

今
日
の
一
歩

針
持
小
学
校
５
年  

濱
崎　

虎
次
郎

元
気
の
力　

あ
い
さ
つ
で　

広
げ
よ
う

曽
木
小
学
校
４
年　

梨
木　

奨
斗

毎月1313日は

伊佐さわやかあいさつ運動の日

　明るく元気なまちづくりと健全な青少年

の育成のために、市民みんなであいさつの

声を広げていきましょう。

・・
10
月
活
動

　

針
持
小
学
校
区

Information
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募

集

伊
佐
市
会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

職
　
　
名

　

介
護
保
険
要
介
護
等
認
定
調
査
員

職
務
内
容

①
要
介
護
認
定
に
係
る
一
次
判
定
の
た
め

の
面
接
調
査

②
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
へ
の
相
談
、

助
言

③
そ
の
他
所
属
長
が
必
要
と
認
め
る
職
務

応
募
要
件

○
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、
看
護
師
、

介
護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

す
る
人

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

○
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

募
集
人
員

１
人

任
用
期
間

令
和
６
年
１
月
４
日
～

３
月
31
日

勤
務
場
所

大
口
庁
舎

勤
務
日
数

月
17
日
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

勤
務
時
間　

９
時
～
17
時

報
　
　
酬　

月
額
２
０
３
、
１
０
０
円

※
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、
通
勤
手
当
、

期
末
手
当
あ
り

選
考
方
法　

書
類
選
考
及
び
面
接

※
面
接
の
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

応
募
方
法

11
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
自
筆
の
履
歴

書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身
写
真
貼
付
）

を
介
護
保
険
係
（
大
口
庁
舎
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
※
郵
送
の
場
合
30
日
必
着
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
５
１
１

伊
佐
市
大
口
里
１
８
８
８
番
地

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係

１
２
２
６

日

時

11
月
23
日
（
木
・
祝
）

16
時
～
21
時
（
予
定
）

会

場

湯
之
尾
神
社
境
内

※
見
学
無
料
。
駐
車
場
は
、
湯
之
尾
小
学

校
校
庭
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
、
お
に

ぎ
り
・
う
ど
ん
・
焼
酎
等
の
ふ
る
ま
い

は
行
い
ま
せ
ん
。

※
例
年
、
11
月
23
日
の
午
前
中
に
行
わ
れ

て
い
る
、
湯
之
尾
神
社

豊
祭
の
浜
下

り
（
神
輿
・
獅
子
駒
な
ど
）
は
、
今
年

は
行
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

湯
之
尾
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

☎
㉖
４
２
６
１

　

例
年
11
月
23
日
に
開
催
さ
れ
る
鹿
児
島

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
湯
之
尾
神
社

の
神
舞
」（
通
称
：
湯
之
尾
神
舞
）
の
解

説
を
行
う
直
前
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

日

時

11
月
23
日
（
木
・
祝
）

13
時
30
分
～
15
時

会
　
　
場　

湯
之
尾
校
区
公
民
館
大
広
間

受

講

料　

無
料

内
　
　
容

ス
ラ
イ
ド
で
画
像
を
見
て
い
た
だ
き
つ

つ
、
当
日
の
16
時
か
ら
奉
納
さ
れ
る
神
舞

を
楽
し
く
見
学
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

（
舞
庭
（
舞
台
）、
舞
の
所
作
な
ど
）
を
解

説
し
ま
す
。

鹿
児
島
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

湯
之
尾
神
舞
の
奉
納

「湯
之
尾
神
社
の
神
舞
」
を
楽
し
く

見
学
す
る
説
明
会
参
加
者
募
集

講
　
　
師

　

原
田　

純
一
氏
（
伊
佐
市
郷
土
資
料
館

指
導
員
、
湯
之
尾
神
舞
保
存
会
会
員
）

申
込
方
法

11
月
22
日
（
水
）
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課
観
光
特
産
Ｐ
Ｒ
係

☎
㉙
４
１
１
３

Information

広告

お
し
ら
せ

内
線
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内
線

伊佐市役所代表電話　☎２３－１３１１ 内線番号をお伝えください。
担当係におつなぎします。 お・し・ら・せ

境
界
ト
ラ
ブ
ル
休
日
無
料
相
談

　

土
地
の
境
界
に
関
す
る
ご
相
談
（
境
界

ト
ラ
ブ
ル
、
筆
界
特
定
に
関
す
る
こ
と
）

を
土
地
家
屋
調
査
士
、
弁
護
士
及
び
法
務

局
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日

時

11
月
26
日
（
日
）

10
時
～
15
時

会

場

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

霧
島
市
国
分
中
央
３
丁
目
42
番
１
号

※
相
談
は
一
人
30
分
以
内
と
な
り
ま
す
。

相
談
希
望
者
は
11
月
24
日

（金
）
ま
で

に
予
約
を
お
願
い
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
９
９
―
２
１
４
―
２
９
５
８

里
親
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

里
親
制
度
は
、
す
こ
や
か
な
育
ち
の
場

を
必
要
と
す
る
〝
子
ど
も
の
た
め
〟
の
制

度
で
す
。
里
親
に
興
味
の
あ
る
人
は
も
ち

ろ
ん
、
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ

ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

里
親
と
は

親
の
死
亡
、
長
期
の
入
院
、
経
済
的
な

理
由
、
虐
待
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
を
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か

い
愛
情
と
正
し
い
理
解
で
養
育
す
る
人
の

こ
と
で
す
。

養
育
対
象

０
歳
～
18
歳

（20
歳
ま
で
延
長
可
能
）

養
育
期
間

数
か
月
～
数
年

本
県
の
現
状
（
令
和
３
年
３
月
31
日
現
在
）

社
会
的
養
護
（
乳
児
院
や
児
童
養
護
施

設
等
へ
の
入
所
及
び
里
親
へ
の
委
託
）
が

必
要
な
子
ど
も
が
７
２
２
人
。
こ
の
う
ち

１
２
４
人
が
里
親
に
養
育
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
里
親
が
足
り
て
い
な
い
状

況
で
す
。
で
き
る
限
り
家
庭
的
な
養
育
環

境
の
中
で
、
特
定
の
大
人
と
の
継
続
的
で

安
定
し
た
愛
着
関
係
の
も
と
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、

た
く
さ
ん
の
里
親
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

◆
里
親
制
度
説
明
会

日　
　

時　

11
月
24
日
（
金
）

18
時
～
20
時

場　
　

所　

ま
ご
し
館　

大
会
議
室

内

容

①
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
紹
介
（
10
分
）

②
制
度
説
明
（
40
分
）

③
個
別
相
談
（
60
分
：
希
望
者
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係

１
２
１
５

県
北
部
児
童
相
談
所

☎
０
９
９
６
―
２
１
―
３
１
５
０

児
童
養
護
施
設
大
村
報
徳
学
園
（
里
親
支

援
専
門
相
談
員
：
増
田
）

☎
０
９
９
６
―
５
５
―
０
０
３
４

日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

「森
オ
ー

ル
ウ
ェ
ー
ブ
鹿
屋
」

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

日

時

11
月
25
日
（
土
）

９
時
～
16
時

※
雨
天
時
は
翌
日
の
26
日
（
日
）

場

所

菱
刈
農
村
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
山
本
）

☎
０
９
０
―
３
１
９
１
―
６
９
９
４

広告 広告

医
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

精
神
科
医
師
が
こ
こ
ろ
の
悩
み
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

日

時

12
月
13
日
（
水
）

14
時
～
16
時

場

所

大
口
保
健
所

申
込
方
法

12
月
６
日

（
水
）
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係

☎
㉓
５
１
０
３
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Information

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
20
歳
以
上
の
人
の
中
か
ら
無
作
為
抽

出
、
つ
ま
り
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
ま
す
。

候
補
者
の
伊
佐
市
に
対
す
る
割
当
人
数

は
、
裁
判
員
候
補
者
が
38
人
、
検
察
審
査

員
が
８
人
で
す
。
選
ば
れ
た
候
補
者
に
は

11
月
中
旬
ご
ろ
に
「
候
補
者
名
簿
へ
の
記

載
の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

候
補
者
名
簿
へ
の
記
載

名
簿
に
登
録
さ
れ
裁
判
員
・
検
察
審
査

令
和
６
年
度
の

「裁
判
員
候
補
者
」

ま
た
は

「検
察
審
査
員
候
補
者
」
に

選
ば
れ
た
み
な
さ
ん
へ

①
②
交
通
規
制
の
ご
案
内

Ｈ
Ｉ
Ｖ
平
日
夜
間
検
査

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
と
は
、
エ
イ
ズ
の
原
因
と

な
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス)

に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ

る
血
液
検
査
の
こ
と
で
す
。

11
月
16
日
～
12
月
15
日
の
「
鹿
児
島

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」
に
あ
わ
せ
て
、
平

日
夜
間
検
査（
即
日
検
査
）を
実
施
し
ま
す
。

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
、
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
検
査
に
つ
い

て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　
　

時　

12
月
５
日
（
火
）

17
時
～
19
時

場

所

大
口
保
健
所

申
込
方
法

12
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係

☎
㉓
５
１
０
３

　

み
な
さ
ま
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
鹿
児
島
県
・
熊
本
県
合
同
の
防
災
訓
練

の
た
め
、
久
七
ト
ン
ネ
ル
が
一
時
、
全

面
通
行
止
め

日

時

11
月
16
日
（
木
）

９
時
～
13
時

場

所

久
七
ト
ン
ネ
ル
の
全
区
間

迂

回

路

①
８
ｔ
車
未
満

旧
国
道
２
６
７
号

②
８
ｔ
車
以
上

国
道
２
６
８
号
（
伊
佐
市
～
宮
崎
県
え
び

の
市
）
～
国
道
２
２
１
号
（
熊
本
県
人
吉
市
）

問
い
合
わ
せ
先

県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
建
設
総
務
課

管
理
係
（
担
当
：
溝
口
）

☎
０
９
９
５
―
６
３
―
８
３
５
１

②
人
吉
市
方
面
国
道
２
６
７
号
通
行
止
め

九
州
電
力
㈱
大
塚
発
電
所
（
人
吉
市
東

大
塚
）
の
機
器
更
新
工
事
の
た
め
、
人
吉

方
面
の
国
道
２
６
７
号
の
一
部
区
間
が
全

面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

日

時

11
月
26
日

（日
）
22
時
～

11
月
27
日
（
月
）
５
時

※
天
候
不
良
等
に
よ
り
１
週
間
後
の
同
時

刻
に
延
期
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
規
制
看
板
及
び
誘
導
員
を
配
置
し
ま
す
。

通
行
の
際
は
開
放
時
間
ま
で
お
待
ち
い

た
だ
く
か
、
国
道
２
６
８
号
宮
崎
県
え

び
の
市
へ
の
迂
回
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

正
興
電
気
建
設
㈱

☎
０
９
２
―
５
１
１
―
５
１
０
１

場　　所　人吉市東大塚

一般国道 267 号久七トンネル

を抜けた区間（下記図）

久七トンネル

伊佐市役所大口庁舎伊佐市役所大口庁舎

員
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に

お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。
国
民
が
司
法
に

参
加
す
る
２
つ
の
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
裁
判
員

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判
員
係

☎
０
９
９
―
２
２
２
―
７
１
５
７

▽
検
察
審
査
員

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
９
―
８
０
８
―
３
７
１
９
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大
樅　

イ
ツ
子

85
（
平
原
前
）

緒
方　

芳
幸

68
（
押
野
々
）

栗
巢　

忠

65
（
平
出
水
中
央
）

笹
峯　

重
雄

78
（
春
村
）

羽
月
地
区

鵜
木　

ミ
ヤ

95
（
下
殿
）

小
浦　

恵
子

67
（
包
ノ
原
）

下
笠　

ハ
ツ
エ

72
（
鳥
巣
上
）

須
賀　

ト
シ
子

75
（
鳥
巣
上
）

西
太
良
地
区

入
木
田　

ア
ヤ
子　

94
（
城
下
）

鶴
丸　

斉

39
（
城
下
）

菱
刈
地
区

愛
甲　

ヨ
シ
子　
　

90
（
前
目
麓
）

尾
﨑　

智
惠
子　
　

92
（
田
中
上
）

南
永
・
本
城
地
区

稲
森　

ノ
ブ
ヱ　
　

99
（
楠
原
）

田
渕　

正
秀

82
（
青
木
元
）

中
園　

正
志

85
（
楠
原
）

大
口
地
区

岩
下　

徹

89
（
多
々
良
石
）

川
﨑　

昭
子

89
（
山
ノ
口
）

小
杉　

キ
ミ
子　
　

100
（
高
校
裏
）

堂
屋
敷　

ミ
ネ　
　

96
（
下
青
木
）

二
反
田　

傳

80
（
松
ノ
口
）

山
野
地
区

出
水　

耀あ
き
と翔（

将
輝
・
智
愛
／
平
出
水
中
央
）

大
塚　

琉る

い生
（
聡
司
・
夕
加
里
／
郡
山
）

會
町　

祐ゆ

づ
き月

（
直
里
・
美
季
／
大
島
北
）

川
越　

廉れ

ん

と士
（
翔
・
愛
梨
／
前
目
宇
都
）

丁
野　

楓ふ
う
げ
ん健

（
昂
平
・
由
衣
／
共
進
）

西
﨑　

野の

ど

か

土
香（

俊
也
・
久
美
子
／
小
木
原
中
）

野
澤　

香こ

は

る晴
（
祐
哉
・
か
ほ
り
／
上
新
町
）

春
園　

璃り

お桜
（
直
樹
・
由
佳
／
牛
尾
）

蓑
茂　

舞ま

き紀
（
佑
太
朗
・
倫
子
／
牛
尾
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

誕
生

・
お
く
や
み
は
、
掲
載
を
希
望
し
た
方

だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（９
月
１
日
～
９
月
30
日
受
付
分
）

変更期日　11月１日（水）

変更時刻　18 時を 17 時に

　緊急非常サイレンとお間違い

のないようご注意ください。

時報サイレン

吹き鳴らし時刻の変更

11
月
８
日
は
い
い
歯
の
日
で
す
。
伊

佐
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
次
の
と
お
り

８
０
２
０
達
成
者
を
募
集
し
ま
す
。

対

象

者

伊
佐
市
在
住
で
、
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
お
持
ち
の
80
歳
以
上
の
人
。
過
去

に
受
賞
さ
れ
た
人
は
除
き
ま
す
。

審
査
方
法

審
査
期
間
中
に
伊
佐
市
内
の
歯
科
医

院
に
予
約
を
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
検
診
料
は
無
料
で
す
。

審
査
期
間

11
月
８
日
（
水
）
～
30
日
（
木
）

※
８
０
２
０
歯
科
健
康
診
査
後
、
治
療

な
ど
を
希
望
す
る
場
合
は
自
己
負
担

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
健
康
保

険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
表
彰
は
、
12
月
末
か
ら
令
和
６
年
１

月
頃
に
賞
状
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
歯
科
医
師
会（
た
け
歯
科
医
院
）

☎
㉓
０
５
０
５

達
成
者
の
募
集

〝
８
０
２
０
〟
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生
せ い さ ん し ゃ

産者も消
し ょ う ひ し ゃ

費者も、 地
ち き ゅ う

球の環
か ん き ょ う

境と人
ひ と び と

々の健
け ん こ う

康を守
ま も

れるよう、 責
せ き に ん

任ある行
こ う ど う

動をとろう

エシカル消
し ょ う ひ

費とは　

　人
ひ と

や社
し ゃ か い

会、 環
か ん き ょ う

境に配
は い り ょ

慮した物
も の

やサービスを選
え ら

んで

消
し ょ う ひ

費することを“ エシカル消
し ょ う ひ

費” といいます。 商
し ょ う ひ ん

品を

選
え ら

ぶときに、「環
か ん き ょ う

境にやさしいか」「どこでつくられたの

か」 などといった背
は い け い

景を考
かんが

えて選
え ら

ぶことも大
た い せ つ

切です。

食
しょくひん

品ロス問
もんだ い

題

 　“食
し ょ く ひ ん

品ロス” とは、 まだ食
た

べられるのに捨
す

てられる

食
た

べ物
も の

のことで、 世
せ か い

界で生
せ い さ ん

産されている食
し ょ く ひ ん

品の約
や く

３

分
ぶ ん

の１（13 億
お く

トン） が捨
す

てられています。

　日
に ほ ん

本では年
ね ん か ん

間約
や く

523 万
ま ん

トンが捨
す

てられ

ており、 日
に

本
ほ ん

の国
こ く み ん

民全
ぜ ん い ん

員が毎
ま い に ち

日お茶
ち ゃ わ ん

碗1杯
ぱ い

分
ぶ ん

の食
た

べ物
も の

を捨
す

てていることになります。

　食
た

べ残
の こ

しや賞
し ょ う み

味期
き げ ん

限切
き

れなどで未
み し よ う

使用のまま

廃
は い き

棄される食
し ょ く ひ ん

品ロスを防
ふ せ

ぐため、 食
し ょ く ざ い

材を買
か

うときは

「必
ひ つ よ う

要なものだけを買
か

う」、 外
が い し ょ く

食では「食
た

べられる分
ぶ ん

を

注
ち ゅ う も ん

文する」 など日
ひ び

々の暮
く

らしから改
か い ぜ ん

善していきましょう。

地
ち き ゅ う

球は 1個
こ

では足
た

りない

　人
じ ん る い

類は、 1 年
ね ん か ん

間に地
ち き ゅ う

球が再
さ い せ い さ ん

生産できる自
し

然
ぜ ん

資
し げ ん

源の量
りょう

を上
う わ ま わ

回って資
し げ ん

源を使
つ か

っています。

2023 年
ね ん ぶ ん

分は 2023 年
ね ん

8 月
が つ

に使
つ か

い切
き

ってしまう

と発
は っ ぴ ょ う

表され、 足
た

りない分
ぶ ん

は将
し ょ う ら い

来の人
ひ と

たちが使
つ か

う

はずだった分
ぶ ん

を先
さ き ど

取りして使
つ か

っています。 人
じ ん る い

類が

今
い ま

の暮
く

らしを続
つ づ

けていくためには、 1.71 個
こ ぶ ん

分の

地
ち き ゅ う

球が必
ひ つ よ う

要だと言
い

われています。

3Rでごみを減
へ

らそう

　私
わたし

たちは、 大
た い り ょ う

量にものを生
せ い さ ん

産し、 大
た い り ょ う

量に消
し ょ う ひ

費

し、 大
た い り ょ う

量のごみを捨
す

てています。 このような暮
く

ら

しは地
ち き ゅ う

球にとても大
お お

きな負
ふ た ん

担をかけています。 地
ち

球
きゅう

環
か ん き ょ う

境に配
は い り ょ

慮した循
じ ゅ ん か ん が た

環型社
し ゃ か い

会を

つくるために、“ ３R（ ごみを減
へ

ら

す ・ 繰
く

り返
か え

し使
つ か

う ・ 再
さ い り よ う

利用する）

活
か つ ど う

動” の推
す い し ん

進が求
も と

められています。

目
もくひょう

標 12　　つくる責
せきにん

任　つかう責
せきにん

任

や
っ
て
み
よ
う
！

や
っ
て
み
よ
う
！

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

目
もくひょう

標 取
と

り組
く

むこと チェック

  ３Ｒ活
かつどう

動を実
じっせん

践してみましょう □
 食
しょくざい

材を買
か

いすぎず、 食
た

べ残
のこ

しをしないようにしましょう □
  あなたが考

かんが

える取
と り く み

組を書
か

き込
こ

んで 実
じっせん

践してみましょう！

□

広告

〈
キ
リ
ト
リ

〉
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◆ ◆

人口のうごき

R５. 10. １現在 （前月比）

（住民基本台帳から）

総人口 23,449 人 （－  37）

男 10,960 人 （－  14）

女 12,489 人 （－  23）

世帯数 12,673 世帯 （－  12）

広
報
い
さ

　
Ｎ
ｏ
.3
5
9
　
2
0
2
3
.1
1
.0
1

■
発

行
／

伊
佐

市
役

所
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
  Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

https://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
編

集
／

企
画

政
策

課
     　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

先
日
菱
刈
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
開
催
さ

れ
た
「
か
ご
し
ま
国
体
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ

ン
ト
競
技
」。
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
選
手

の
白
熱
し
た
レ
ー
ス
は
、
見
る
人
に
感

動
を
与
え
ま
し
た
。
今
日
に
至
る
ま
で
、

出
場
し
た
選
手
そ
れ
ぞ
れ
に
ス
ト
ー
リ

ー
と
想
い
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

選
手
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
！

そ
れ
と
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
も

う
ひ
と
つ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

存
在
で
す
。
今
大
会
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
た
の
は
、
縁
の
下
で
選
手
、
来
場

者
へ
の
献
身
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

た
だ
い
た
み
な
さ
ん
の
活
躍
の
賜
物
で

す
。
あ
る
来
場
者
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ

ま
し
た
。
「
伊
佐
の
ス
タ
ッ
フ
は
み
な

さ
ん
優
し
く
て
笑
顔
が
素
敵
で
す
ね
」。

ま
る
で
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

広報いさ11月号
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※ 「ふるさと納税  返礼品提供事業者紹介」 と 「読者のひろば」 はお休みいたします。 ご了承ください。
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